
事 前 評 価 個 表 

整理番号 

地域（地区）名 高知
こ う ち

 事 業 名 森林環境保全整備事業 

計 画 策 定 主 体 高知県 対 象 市 町 村 高知市ほか３市 

事 業 実 施 期 間 R７年度～R11 年度（５年間） 事業実施主体 県、市、森林組合、森林所有者等 

事業の概要・目

的 

本地区は、北東部を徳島県と接する高知県の中央東部に位置し、北部には三嶺
さんれい

(1,894ｍ)、

石立山
いしだてやま

(1,708ｍ)、綱附森
つなつきもり

(1,643ｍ)等の高峰群が連なり、急峻な地形を成している。 

主な水系はいずれも高知平野に注ぐ鏡川
かがみがわ

、物部川
ものべがわ

である。鏡川水系には鏡ダム、物部川

水系には永瀬
な が せ

ダム等があり、豊富な水資源は本県の生活・産業に大きく寄与している。 

本地区の森林面積は 78 千 ha(森林率 71％)、民有林面積は 63 千 ha(森林全体の 81％)であ

り、このうち人工林面積は 41 千 ha(人工林率 65％)で、８齢級以上の人工林の面積が 39 千

ha(95％)を占め、本格的な収穫期を迎えている。 

これらの背景から、本地区では今後、森林資源の有効活用のための主伐・間伐や主伐後の

再造林、保育間伐等をバランス良く実施し、水源涵
かん

養や土砂流出防止等の森林の有する公益

的機能の高度な発揮を確保していく「健全な森づくり」を推進する必要がある。 

 本地区では、各市町村が策定した森林整備計画により、水源涵養や自然環境に配慮した森

林整備を推進している。また、森林資源の適正管理、有効利用の観点から、森林経営計画の

策定エリア拡大を推進し、施業地の集約化を進め、高性能林業機械等による生産性の向上を

図り、生産コスト縮減及び間伐材等の有効利用拡大を目指している。 

 本事業では、効率的な森林施業の実施に不可欠な路網整備と、森林経営計画等に基づく保

育間伐・搬出間伐・再造林等の森林整備を実施する。 

事業内容・事業

費 

森林整備： 2,101ha 

  人工造林、下刈、保育間伐、間伐等 

路網整備： 6,893ｍ 

  林道開設 

総事業費： 3,783,321 千円(税抜き 3,439,383 千円) 

費用便益分析結

果 

Ｂ／Ｃ＝2.37 

（総便益（Ｂ）＝14,907,171 千円 、総費用（Ｃ）＝6,302,514 千円） 
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評価結果 必要性： 人工林面積のうち、８齢級以上の林分が95％を占め、森林の有する公益的機能の

高度な発揮のため、今後主伐施業が進んだ後、伐採跡地への再造林が求められてお

り、事業の必要性が認められる。 

効率性： 本事業を活用した計画的な森林整備及び路網整備により、施業地の集約化や生産

性の向上が図られるとともに、費用便益分析結果からも事業の効率性が認められ

る。 

有効性： 森林施業の機械化に必要な既設林道等の活用、森林作業道整備等、効率的な路網

整備を進め森林資源の有効利用を促すとともに、主伐後の再造林、保育間伐等を実

施し、森林の有する公益的機能の発揮を目指していることから、事業の有効性が認

められる。 

 








